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来年度園児募集に向けて 
～安心で安全な幼稚園をめざして、保育内容を充実して逝きます 

園長 末永 寿宣 
 

 ８月１８日の新聞のコラムに次のくだりがありました。 
 

 

 幼稚園は、本日９月１日（火）に新学期を迎えました。

子どもたちは１学期と同様に元気ですが、行動が制約され

ていて、どことなく窮屈そうです。私たち教育者は、今日

まで子どもたちの笑顔を心のよりどころとして、教育活動

の充実のため、奮闘してまいりました。しかし、マスクを

付けて話しづらそうに生活している子どもたちの姿を見

るにつけ、もどかしい思いをしております。 

 「幼稚園の新しい生活」と言われて久しいですが、子ど

もたちの笑顔を見るために、教育活動を工夫し、子どもた

ちのため、行動に移してまいります。 

 保護者の皆様、地域の皆様の変わらぬご支援をよろしく

お願いいたします。 

○引き続き、幼稚園では以下の予防策をとってまいりま

す。ご理解をお願いいたします。 

１＜教室に入る前に健康チェック＞ 

→健康観察票を毎日確認します。 

２＜よく手を触れる場所の消毒＞ 

→ドアノブ、スイッチ、手すり、などを１日１回以上 

消毒します。 

３＜十分な換気の実施＞ 

→教室のドアや窓は開放し、換気につとめます。 

４＜身体的距離（１～２ｍ）の確保＞ 

→マーキングをつけ、ディスタンスを確保します。 

５＜注意喚起を継続＞ 

→活動後や、お弁当の前の手洗いを徹底します。 

６＜教職員の健康管理＞ 

→教職員も出勤前に毎朝検温し、学校にいる間は必ず 

マスクを着用します。 

なお、幼稚園で感染症が疑われる症状が見られた場合

は、別室等で対応します。また、教職員等は、マスクや

ゴム手袋、フェイスシールドなどの感染症対策をとって

対応します。 

９月号 

今年、長崎の原爆資料館に胸打つ言葉が掲げられた。

「核兵器、環境問題、新型コロナウイルス…世界規模の

問題に立ち向かう時に必要なこと～その根っこは同じだ

と思います。自分が当事者だと自覚すること。人を思い

やること。結末を創造すること。そして行動に移すこと。」 

▲PTA が制作した幼稚園案内 

▲幼稚園が制作した幼稚園案内 
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